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A 72 旅刺対此式才一アンプヽ脚免レμケ一寺．程亘と.蜘^ま辛の関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O^蔓名機･向島研　俯蜂秀美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻浹)I1欠・救貧　　湊ヽヽl群１

　(目的)前報-?は，強対琉式才-ﾌ･･ンの風速による見ヵ｀･畑勢伝違.衆の変化v:焙焼時間

の関係を検討しTこ・そIで. 本研兆では．見ヵヽ･jの熱伝達■,考を違i.マ脚竟しＭ

£;>r－その埋杖に及ぼす熱伝皇率・庫内温度・風速の彩響についマ　比妓-鯉^を行り．た．

　け斌)芙験で便用したオーフ>･ン及び見ヵヽヽﾌﾟの熱伝え率の測瓦は．前報に悛．re。妬焼芙

蔵をしrこスポンジケーペはコ20/zJm。<7)ケーキSIに1加9の!<ヽ･/ターを暦ましオ一フヽヽンの中
畏に置き. 庫内臓良l卸'c・200<t・22O'c,風速MS～[AS4の各点ﾏヽ･焙焼レrこ．焙痴ふi 9t^^，

は．前報と同謀である．測走磯目は，水分馮ﾂﾞ｀率，スポンジヶ－その外形，凝幕政，硬さ

參氷キ，焼色いrこ．

　(峰呆)見*ヽヽび)熱橘sl牟の増加に件．マ■ ヌホ・ンジr一その硬さi^増レ水分疵ｹ率は

増加し. 焼き色は濃く, 剔加中央部が払な゛る傾陶を示レμ．まr.. いヽヽすの煕弧度考

S同りにレ庫内弧度を気化さ^UjStら^，建さ以外＼t　藻鳶よ耳に停っマ同捧な傾句を

示レね．尊内蔵度ヒ風^がスかンジケ一利こ蚕沁る彩響をjえ厳uり易合．勒吠に＼i浄内温

度が疎刹こは逢ji^　より匁きく影響する う7'あ，卜

A 73　　赤外副射謙剰用nWり徊粟(第1報)

　　　　智徳栄l短丈　神暴泰子　・冨和美智子　脅ぷ徳チ　參禾一正　旭硝子淑

　　　　)ヤ篠利昭

　目的　麟源と。1 T ．赤外線の刺用＼t, 塗象食品。れ縦.ハ9ンり僥き上ア等に潮用づれ効

果が認め5 れ-rいる. 我々｛　ニ■h * til理I- Air用1ﾌﾟΞ場合，漣理食＆ヒiて適亨s}うな

物振り老仏，吸・)向札調理吟珊り姫抑，調理i＝零する骸量り低城ｲ己等に何5 かり和泉を

庵ﾌﾞ^=5 -t 分ヽど-->がヽ･こつヽヽ-Tt漣的実験左好/j 7 后。

　わあ，刈理方風と・しゅやり易合h鴻する場合^＝フロて，村な赤外副射体(禰:g.哩嫡

息に漱く)-k 用いた場慶と．8 濤同副射倖色用いない場冷つ紹果,(-- っヽヽt々り餌点･こフヽ

ぺ比鳶,験計を行カフ札　], 加熱t.了l=乖亨ろ時嘔　2、　調理檀・･硬嵐　3、　稀fボ｀－･レ

り楊討才膨化率　4,試料・内卸温鬼のよ琴胤　f.　恥余力ヽ才冲水調理一適菰･ご遂すろすで

a)吟間　i、調理に平亨る楓量　ｚ　官能軸凌

　喩験封料とI -T I*. じにゃかい飢犬雅，狐で魚吻相り身・木｀フトケ- ペいソアス,を用

い九。欄理g.具とI t ヽ-fi とにr I*ラろう籤覆鋼舗t 附ヽ･応介. 鴎合に^フマ ft鋳植鍋久

ｙ了･レ? ﾆｰｹA､鍋を用いた　* 験す，み余右|t 溥り湿^i－^'こ才i ために恒温砿^ をI?

いた。硬嵐はカ― μ'メーターで測定・剤執料り内印温隻･才^打友式“サー; スター屋配計

|- よった。

　海栗　中T物)冰の馬喊呼閑，錫ア物の油’遠漢到達時閔と，吝々り-rﾈ･ﾚｷﾞ｀一量･*，

A 球す多く^零I 尨。試料凍品投入襖片i＼ 1式ずii少り*-Tヽ% るii＼，短時間rヽ加解叱Jしへ

　ゆr物，錫ず妁り及変It B 改かもヽヽ数■ft乞単I 尨。楊ず吻T Iす, /i I*の轡他率がよかフ

た. t 延昶左ぽ冲T物. 疼ず勿叉>こa 改が々りれふヽヽ鍔価であフだ。


